
　七夕まつり会場のパールロードや銀座通りの足下に
は、陶板タイルの星座絵が埋め込まれています。とこ
ろが中には、ちょっと変なものや、謎めいた星座絵…。
　さらに、この配置には壮大な構想が潜んでいました。 
これぞ駅周辺商店街の「何これ」。当時、星座絵資料
を提供した担当者（現館長）が秘密を語ります。
　夏休みの研究テーマに最適…かも。

●日　時：7 月 13 日（土）15 時 30 分（所要 60 分）
●解　説：澤村泰彦（当館館長）
●観覧料：200 円
　（18 歳未満・65 歳以上無料）
●定　員：70 名

星座を歩こう ///商店街の星座絵の謎を解く

館長の星空解説（夏）

博物館・美術館・図書館
３館 コ ラボ

　夏休み恒例の博物館・美術館・中央図書館のコラボレーション。
今年のテーマは「平塚の人と自然」です。
　この期間、テーマに関係するクロスワードパズルが楽しめます。
博物館・美術館・中央図書館にあるヒントを頼りに解きましょう。
3 館まわって目指せコンプリート！
　期間内のコラボ関連展示：
　博物館　夏期特別展「平塚学入門」P1 参照
　美術館　所蔵品展「鳥海青児とその時代」　～ 9 月 23 日（月・祝）
　中央図書館　特集展示「平塚に関する本　人と自然を中心に」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 8 月 31日（土）
　平塚のこと、もっと学んでみませんか？

会期：2019年　7 月 20 日（土）～ 8 月 31 日（土）

平塚市民の鳥　しらさぎ（コサギ）
　　　　足が黄色いのが特徴（岡根武彦氏撮影）

　1957 年 10 月、ソ連が人類初の人工衛星を打ち上げ、宇宙開発競争の
幕が切って落とされました。リードを続けるソ連をに追いつこうと、アメリ
カはアポロ計画を立ち上げ、見事月への切符を獲得しました。
　月を目指したのは宇宙飛行士だけではありません。アポロ計画には実に
40 万人もの人が関わり、宇宙開発の現場では様々な言葉が交わされまし
た。それは決して素晴らしい名言だけではなく、ユニークなジョークも含
まれていました。そのほんの一部をご紹介いたします。

～宇宙開発の現場で
　　　語られた名(迷 )言たち～アポロ50年

ニール・アームストロン

グにとっては小さな一

歩だったけど、俺にとっ

ちゃ大きな一歩だ！

人類３番目に月面に足跡を印した
アポロ 12 号のピート・コンラッド宇宙飛行士の言葉

●投影日：7 月 20 日（土）から 9 月 1日（日）までの水・木・土・日曜日
●午前 11 時（8 月の第 2 第 4 土曜日を除く）、午後 2 時から（約 50 分間）
●観覧料：200 円　（18 歳未満・65 歳以上無料）
●定　員：70 名

プラネタリウム一般向け投影

プラネタリウム特別投影




